
数学A
場合の数と確率，図形の性質，数学と人間の活動

場合の数と確率
 1 集合　･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 　4
□Q1 共通部分と和集合
□Q2 重 要 補集合の性質

 2 集合の要素の個数　･････････････････････････････････････････････････････････ 　8
□Q1 集合の要素の個数
□Q2 補集合の要素の個数

 3 集合の応用　････････････････････････････････････････････････････････････････････　12
□Q1 重 要 倍数の個数
□Q2 重 要 集合の応用

 4 樹形図　････････････････････････････････････････････････････････････････････････････　16
□Q1 樹形図
□Q2 和の法則

 5 積の法則　････････････････････････････････････････････････････････････････････････　20
□Q1 積の法則
□Q2 重 要 約数の個数

 6 順列　････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････　24
□Q1 順列
□Q2 重 要 順列の考え方の利用

 7 円順列，重複順列　････････････････････････････････････････････････････････　28
□Q1 重 要 円順列
□Q2 重複順列

 8 組合せ ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････　32
□Q1 組合せ
□Q2 nCr の性質

 9 いろいろな組合せ ･･････････････････････････････････････････････････････････　36
□Q1 重 要 積の法則
□Q2 重 要 補集合の利用

 10 組合せの応用① ･･････････････････････････････････････････････････････････････　40
□Q1 重 要 組分け
□Q2 重 要 同じものを含む順列

 11 組合せの応用② ･･････････････････････････････････････････････････････････････　44
□Q1 重 要 同じものを含む順列（文字列）
□Q2 重 要 同じものを含む順列（最短経路）

テスト 　場合の数　 ･･･････････････････････････････････････････････････････････　48
 　　　　　  （ 1～11のまとめ）

 12 確率の意味　････････････････････････････････････････････････････････････････････　52
□Q1 確率の意味
□Q2 確率の求め方

 13 事象の確率　････････････････････････････････････････････････････････････････････　56
□Q1 重 要 順列・組合せと確率
□Q2 重 要 場合の数の性質と確率

 14 確率の基本性質　････････････････････････････････････････････････････････････　60
□Q1 和事象・積事象の確率
□Q2 確率の基本性質

 15 確率の加法定理　････････････････････････････････････････････････････････････　64
□Q1 確率の加法定理
□Q2 重 要 確率の加法定理（３つの事象）

 16 余事象，和事象の確率　････････････････････････････････････････････････　68
□Q1 重 要 余事象の確率
□Q2 重 要 一般の和事象の確率

テスト 　確率　 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････　72
 　　　　　  （12～16のまとめ）

 17 独立な試行の確率①　････････････････････････････････････････････････････　76
□Q1 独立な試行の確率
□Q2 独立な試行の確率の利用

 18 独立な試行の確率②　････････････････････････････････････････････････････　80
□Q1 余事象の確率と独立な試行の確率
□Q2 重 要 和事象の確率と独立な試行の確率

 19 反復試行の確率①　････････････････････････････････････････････････････････　84
□Q1 重 要 反復試行の確率の考え方
□Q2 重 要 反復試行の確率

 20 反復試行の確率②　････････････････････････････････････････････････････････　88
□Q1 重 要 いろいろな確率と反復試行の確率
□Q2 さまざまな事象と反復試行の確率

 21 条件付き確率　････････････････････････････････････････････････････････････････　92
□Q1 条件付き確率⑴
□Q2 条件付き確率⑵

 22 確率の乗法定理　････････････････････････････････････････････････････････････　96
□Q1 確率の乗法定理
□Q2 重 要 確率の乗法定理の応用

 23 期待値　･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････　100
□Q1 期待値
□Q2 期待値の求め方

 24 期待値の応用　･･････････････････････････････････････････････････････････････　104
□Q1 重 要 期待値と損得の判定
□Q2 重 要 正負の値をとる期待値

テスト 　確率の応用　 ･････････････････････････････････････････････････････　108
 　　　　　  （17～24のまとめ）
テスト 　場合の数と確率　 ･････････････････････････････････････････････　112
 　　　　　  （ 1～24のまとめ）
チャレンジテスト　場合の数と確率　･･････････････････････････････　116

図形の性質
 1 平行線と比　･･････････････････････････････････････････････････････････････････　120
□Q1 内分，外分
□Q2 三角形と比

 2 三角形の内角・外角の二等分線と比 ････････････････････････　124
□Q1 三角形の内角の二等分線と比
□Q2 三角形の外角の二等分線と比

 3 三角形の辺と角の大小関係 ････････････････････････････････････････　128
□Q1 三角形の辺と角の大小
□Q2 三角形の辺の長さの関係

 4 三角形の重心　･･････････････････････････････････････････････････････････････　132
□Q1 中点連結定理
□Q2 三角形の重心

 5 三角形の外心・内心 ････････････････････････････････････････････････････　136
□Q1 三角形の外心
□Q2 三角形の内心
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 6 チェバの定理，メネラウスの定理 ････････････････････････････　140
□Q1 チェバの定理
□Q2 メネラウスの定理

テスト 　三角形の性質　 ･････････････････････････････････････････････････　144
 　　　　　  （ 1～ 6のまとめ）

 7 円の弧と弦　･･････････････････････････････････････････････････････････････････　148
□Q1 円の弧と弦
□Q2 円周角の定理

 8 円周角の定理とその逆 ････････････････････････････････････････････････　152
□Q1 円周角と弧の長さ
□Q2 円周角の定理の逆

 9 円に内接する四角形 ････････････････････････････････････････････････････　156
□Q1 円に内接する四角形
□Q2 四角形が円に内接するための条件

10 円と直線　･･････････････････････････････････････････････････････････････････････　160
□Q1 円と直線の位置関係
□Q2 接線の長さ

 11 円と接線　･･････････････････････････････････････････････････････････････････････　164
□Q1 重 要 円と接線
□Q2 円の接線と弦の作る角

 12 方べきの定理　･･････････････････････････････････････････････････････････････　168
□Q1 方べきの定理⑴
□Q2 方べきの定理⑵

13 2つの円の位置関係　･･･････････････････････････････････････････････････　172
□Q1 ２円の位置関係
□Q2 重 要 共通接線

テスト 　円の性質　 ･････････････････････････････････････････････････････････　176
 　　　　　  （ 7～13のまとめ）

14 作図⑴　･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････　180
□Q 基本の作図

 15 作図⑵　･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････　184
□Q1 内分点の作図
□Q2 長さの作図

 16 直線と平面　･･････････････････････････････････････････････････････････････････　188
□Q 直線と平面

 17 空間図形と多面体　･･････････････････････････････････････････････････････　192
□Q1 正多面体
□Q2 オイラーの多面体定理
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4 集合

基
　
本Q1

1

重
　
要Q2

場合の数と確率

集合
A={1，4，6，7，9}，B={2，4，6，8}について，次の集合を求めなさい。
⑴　A∩B ⑵　A∪B

A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの
共通部分といい，A∩B で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合を
Aと Bの和集合といい，A∪B で表す。

共通部分と和集合

考え方

⑴　両方に属する要素を並べる。
⑵　少なくとも一方に入って
いる要素を並べる。

考え方

A，BはQ1 と同じ。
全体集合 Uを確認する。

⑴　A∪Bは A∪Bの補集合。
⑵ 　A∩BはAとBの共通部分。
ド・モルガンの法則

A∩B=A∪B

を使って求めてもよい。

Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。
Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，
Uに関する Aの補集合といい，A で表す。

A∩A=φ
A∪A=U　　　A=A

(注意)　AはA の補集合を表す。

　　　    ド・モルガンの法則
　　　　　A∪B=A∩B　　　　  A∩B=A∪B

補集合の性質

答案

⑴ 　Aと Bのどちらにも入っている要素は 4，6だから，
A∩B={4，6}　……答

⑵ 　Aと Bの少なくとも一方に入っている要素
は 1，2，4，6，7，8，9だから，
A∪B={1，2，4，6，7，8，9}　……答

答案
⑴　A∪B={1，2，4，6，7，8，9}より，

A∪B={3，5，10}　……答

⑵　 A={2，3，5，8，10}，
B={1，3，5，7，9，10}より，

A∩B={3，5，10}　……答　※A∩B=A∪B

【別解】　ド・モルガンの法則から，
A∩B=A∪B={3，5，10}　……答

共通部分
A∩B

和集合
A∪B

U={x｜xは 10以下の自然数 }を全体集合とし，A={1，4，6，7，9}，B={2，4，6，8}とす
るとき，次の集合を求めなさい。
⑴　A∪B  ⑵　A∩B 

BA BA

A

U

A

A
B

U

A B

U

「1から 10までの自然数の集まり」のように，範囲がはっきりしたものの集まりを集合といい，集合に入っ
ている 1つ 1つのものをその集合の要素という。

BA 1
7
9

4

6

2

8

U

BA 1
7
9

3

5

10

4

6
2

8
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5集合

Q1 〈共通部分と和集合〉について，まとめよう。

Q2 〈補集合の性質〉について，まとめよう。

まとめ

学習日　　　　月　　　日

学習の目標

確 認 問 題

まとめ

確 認 問 題

1  ２つの集合の共通部分と和集合について理解を深め，図示できるようにしよう。
2  補集合とド・モルガンの法則を理解し，記号を使って集合や集合の関係を表してみよう。

●　A={1，3，5，7}，B={4，5，6，7，8}について，次の集合を求めなさい。
⑴　A∩B ⑵　A∪B

⑴　A∩B=  ⑵　A∪B=

■　Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。

Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，Uに関する Aの といい， で表す。

A∩A= 　　　A∪A= 　　　A=

また，次の の法則が成り立つ。

A∪B= 　　　A∩B=

●　U={x｜xは 20以下の正の偶数 }を全体集合，A={6，10，14，18}，
B={10，12，14，16，18，20}とする。このとき，次の集合を求めなさい。
⑴　A∪B ⑵　A∩B ⑶　A∩B  ⑷　A∪B

■　A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

⑴　A∪B= より，A∪B=

⑵　 A= ，B= より，

 A∩B=

⑶　A∩B= より，

 A∩B=

⑷　A∪B=

U

BA

SAM
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6 集合

演 習 問 題

1 次の 2つの集合 A，Bについて，A∩B，A∪Bを求めなさい。 Q1

⑴　A={1，2，3，4，5，6}，　　B={3，6，9}

⑵　A={x｜xは 6以下の自然数 }，　　B={x｜xは 10の正の約数 }

⑶　A={1，2，3，4，5}，　　B={6，7，8}

⑴　A∪B

⑶　A∩B

⑵　A∩B

⑷　A∪B

⑴　A

⑶　A∩B

⑸　A∪B

⑵　B

⑷　A∩B

⑹　A∪B

2 U={x｜xは 10以下の自然数 }を全体集合とし，A={x｜xは 6の正の約数 }，
B={1，2，4，6，8}とする。このとき，次の集合を求めなさい。 Q2

3 U={1，2，3，4，5，6，7，8}を全体集合とし，A={1，4，7}，B={2，4，6，8}とする。
このとき，次の集合を求めなさい。

SAM
PLE



7集合

先生メモ先生メモ

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

共通部分の意味を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

和集合の意味を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

補集合の意味を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

ド・モルガンの法則を理解した yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

★自分でチェックしてみよう★ ●集合

 次の空欄をうめなさい。

⑴　A，Bの両方に属する要素全体の集合を Aと Bの といい， で表す。

A，Bの少なくとも一方に属する要素全体の集合をAと Bの といい， で表す。

⑵ 　Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とする。Uの要素で Aに属さない要素全体の集合を，

Uに関する Aの といい， で表す。

A∩A= 　　　A∪A= 　　　A=

1 次の 2つの集合 A，Bについて，A∩B，A∪Bを求めなさい。

⑴　A={0，1，3，6}，　　B={0，1，2，3，4，5}

⑵　A={2，3，4，5，6}，　　B={2，4，6，8，10}

2  U={x｜xは 9以下の自然数 }を全体集合とし，A={1，3，5，7}，B={2，3，5，6，8，9}と
する。このとき，次の集合を求めなさい。

⑴　A∪B ⑵　A∩B

⑶　A∩B ⑷　A∪B

SAM
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8 集合の要素の個数

基
　
本Q1

2 場合の数と確率

集合の要素の個数
A={x | xは 1桁の自然数 }，B={x | xは 12の正の約数 }とするとき，次の値を求めなさい。
⑴　n(A)，n(B) ⑵　n(A∩B) ⑶　n(A∪B)

集合 Aの要素の個数が有限のとき，その個数を n(A)で表す。
2つの集合 A，Bに対して，次の関係式が成り立つ。
和集合の要素の個数　　　n(A∪B)=n(A)+n(B)-n(A∩B)

特に，A∩B=φのとき，   n(A∪B)=n(A)+n(B)

集合の要素の個数

考え方

⑴　A，Bそれぞれを要素を並
べて表し，個数を調べる。

⑵　Aと Bに共通な要素の個
数を求める。

⑶　n(A∪B)

=n(A)+n(B)-n(A∩B)

を使って求める。

考え方

⑴　n(A)=n(U )-n(A)

により求める。
⑵　n(A∪B)

=n(A)+n(B)-n(A∩B)

により求める。
⑶　ド・モルガンの法則より，

A∪B=A∩B　  P.4 Q2

また，補集合の要素の個数
n(A∩B)=n(U )-n(A∩B)

を利用する。

Uを全体集合とし，Aを Uの部分集合とすると，A の要素は，Uの要素から Aの要素を除いたものである。
補集合の要素の個数　　　n(A)=n(U )-n(A)　　　

補集合の要素の個数

BA
c
個

(a-c)個 (b-c)個

答案
⑴　A={1，2，3，4，5，6，7，8，9}，

 B={1，2，3，4，6，12}より，
n(A)=9，n(B)=6　…… 答

⑵　A∩B={1，2，3，4，6}より，
n(A∩B )=5　…… 答

⑶　n(A∪B)=n(A)+n(B)-n(A∩B)

=9+6-5=10　…… 答

BA 5

7

8
9

1

3

2

4 12

6

答案
⑴　n(A)=n(U )-n(A)

=30-8=22　…… 答

⑵　n(A∪B)=n(A)+n(B)-n(A∩B)より，
n(A∩B)=n(A)+n(B)-n(A∪B)

=8+15-20=3　…… 答

⑶　ド・モルガンの法則より，
A∪B=A∩B

n(A∪B)=n(A∩B)

=n(U )-n(A∩B)

=30-3=27　…… 答

A B

U

Uを全体集合とし，A，Bを Uの部分集合とする。
n(U )=30，n(A)=8，n(B)=15，n(A∪B)=20のとき，次の値を求めなさい。
⑴　n(A) ⑵　n(A∩B) ⑶　n(A∪B)

基
　
本Q2

n(A)=a　　n(B)=bSAM
PLE



9集合の要素の個数

Q1 〈集合の要素の個数〉について，まとめよう。

Q2 〈補集合の要素の個数〉について，まとめよう。

まとめ

学習日　　　　月　　　日

学習の目標

確 認 問 題

まとめ

確 認 問 題

1  集合の要素の個数について，理解を深めよう。
2  補集合やド・モルガンの法則の理解を深め，いろいろな集合の要素の個数を求めてみよう。

●　A={x | xは 10以下の正の整数 }，B={x | xは 18の正の約数 }とするとき，次の値を求めなさい。
⑴　n(A)　　　 ⑵　n(B)　　　 ⑶　n(A∩B)　　　 ⑷　n(A∪B)

⑴　要素を書き並べて表す。

A=

よって，n(A)=

⑶　A∩B=

よって，n(A∩B)=

⑵　要素を書き並べて表す。

B=

よって，n(B)=

⑷　n(A∪B)= +n(B)-

=

■　Aの補集合A の要素は，全体集合 Uの要素から を除いたものである。

補集合の要素の個数　　　n(A)= -

●　n(U )=50，n(A)=30，n(B)=35，n(A∪B)=45のとき，次の値を求めなさい。
⑴　n(A)　　　　　　　 ⑵　n(A∩B)　　　　　　　 ⑶　n(A∪B)

■　集合 Aの要素の個数が有限のとき，その個数を で表す。

和集合の要素の個数　　　n(A∪B)= + -

特に，A∩B=φのとき， n(A∪B)= +

⑴　n(A)= -

= - =

⑵　n(A∩B)= + -

= + -

=

⑶　 より，

A∪B=

n(A∪B)=

= -

= -

=

SAM
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10 集合の要素の個数

演 習 問 題

1 A={x|xは 20以下の正の奇数 }，B={x|xは 36の正の約数 }とするとき，次の値を求めなさい。 Q1

⑴　n(A)

⑶　n(A∩B)

⑵　n(B)

⑷　n(A∪B)

⑴　n(A)

⑶　n(A∪B)

⑵　n(A∩B)

⑷　n(A∩B)

⑴　n(A∩B) ⑵　n(A∪B)

3  Uを全体集合とし，A，Bを Uの部分集合とする。
n(U )=20，n(A)=5，n(B)=13，n(A∪B)=15のとき，次の値を求めなさい。 

2  Uを全体集合とし，A，Bを Uの部分集合とする。
n(U )=60，n(A)=27，n(B)=20，n(A∪B)=38のとき，次の値を求めなさい。 Q2
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11集合の要素の個数

先生メモ先生メモ

項　　目 1回目(　／　) 2回目(　／　) 3回目(　／　) ここに戻る

集合の要素の個数が求められ
た

yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q1

補集合の要素の個数が求めら
れた

yes  /  no yes  /  no yes  /  no Q2

★自分でチェックしてみよう★ ●集合の要素の個数

 次の空欄をうめなさい。

⑴　集合 Aの要素の個数が有限のとき，その個数を で表す。

和集合の要素の個数　　　n(A∪B)= + -

特に，A∩B=φのとき， n(A∪B)= +

⑵　Aの補集合A の要素は，全体集合 Uの要素から を除いたものである。

補集合の要素の個数　　　n(A)= -

1 A={x | xは 20以下の正の偶数 }，B={x | xは 24の正の約数 }とするとき，次の値を求めなさい。

⑴　n(A) ⑵　n(B)

⑶　n(A∩B) ⑷　n(A∪B)

2  Uを全体集合とし，A，Bを Uの部分集合とする。
n(U )=40，n(A)=18，n(B)=23，n(A∪B)=31のとき，次の値を求めなさい。

⑴　n(A) ⑵　n(A∩B) ⑶　n(A∩B)
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